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東
日
本
大
震
災
の
被
災
地
で
は
、

震
災
に
よ
り
多
く
の
方
が
自
動
車

を
失
い
ま
し
た
。
ま
た
、
車
の
燃

料
不
足
に
よ
り
、
自
動
車
が
使
え

な
く
な
り
ま
し
た
。
一
方
、
自
転

車
は
燃
料
や
動
力
を
必
要
と
し
な

い
た
め
、
被
災
地
で
も
自
転
車
が

あ
れ
ば
徒
歩
に
比
べ
て
大
幅
に
行

動
範
囲
が
広
が
り
、
職
員
が
現
場

や
避
難
所
へ
の
連
絡
や
輸
送
す
る

際
な
ど
に
も
欠
か
せ
な
い
ツ
ー
ル

に
な
る
と
考
え
ま
す
。
さ
ら
に
、

災
害
時
の
道
路
事
情
で
は
自
転
車

の
パ
ン
ク
や
故
障
も
考
え
ら
れ
る

た
め
、
自
転
車
を
安
全
に
乗
れ
る

よ
う
に
整
備
す
る
こ
と
が
必
要
で

す
。
本
市
で
も
大
規
模
災
害
の
発

生
、
自
動
車
で
の
移
動
が
困
難
な

状
況
に
な
る
こ
と
に
備
え
る
た
め
、

市
職
員
の
移
動
、
情
報
伝
達
手
段

と
し
て
の
自
転
車
の
確
保
を
目
的

に
、
神
奈
川
県
自
転
車
商
協
同
組

合
と
自
転
車
の
調
達
及
び
整
備
に

関
す
る
協
定
を
結
ぶ
こ
と
が
必
要

と
考
え
ま
す
が
、
当
局
の
見
解
を

伺
い
ま
す
。

　
市
長
室
長
　
現
在
、
本
市
で
は

76
団
体
と
災
害
時
の
協
定
を
締
結

し
て
い
ま
す
。
さ
ま
ざ
ま
な
リ
ス

ク
、
危
機
的
状
況
を
想
定
し
て
多

種
多
様
な
団
体
と
協
定
を
締
結
す

る
こ
と
は
、
本
市
の
災
害
対
応
能

力
を
向
上
さ
せ
る
こ
と
に
直
結
し

ま
す
。
神
奈
川
県
自
転
車
商
協
同

組
合
と
の
災
害
時
協
定
に
つ
い
て

は
、
他
市
の
状
況
な
ど
を
参
考
に

協
定
締
結
に
つ
い
て
前
向
き
に
検

討
を
し
て
い
き
ま
す
。

　
害
時
に
備
え
自
転
車
調
達
と

整
備
に
関
す
る
協
定
締
結
を
求
め
る

加
藤
　
学
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自
転
車
を
利
用
す
る
人
口
は
、

高
齢
化
に
よ
る
自
動
車
か
ら
自
転

車
へ
の
乗
り
換
え
や
、
若
者
の
自

動
車
離
れ
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、

減
少
で
は
な
く
横
ば
い
で
あ
る
と

い
う
デ
ー
タ
が
あ
り
ま
す
。
政
府

と
し
て
も
、
健
康
的
で
無
公
害
な

自
転
車
利
用
を
促
進
し
て
い
ま
す
。

自
転
車
に
よ
る
交
通
事
故
の
防
止

対
策
と
し
て
、
自
転
車
交
通
事
故

発
生
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
解
析
し
、

運
転
免
許
証
を
所
持
し
て
い
な
い

成
人
は
も
と
よ
り
、
児
童
・
生
徒

に
周
知
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る

と
考
え
ま
す
。
今
後
は
、
警
察
に

も
協
力
を
い
た
だ
き
、
デ
ー
タ
の

収
集
に
努
め
、
そ
の
デ
ー
タ
を
も

と
に
自
転
車
交
通
事
故
発
生
の
メ

カ
ニ
ズ
ム
を
解
析
し
、
広
く
市
民

に
そ
の
情
報
を
周
知
す
る
な
ど
、

効
果
的
な
自
転
車
交
通
事
故
撲
滅

対
策
を
講
じ
る
こ
と
を
期
待
し
て

い
ま
す
。
見
解
を
伺
い
ま
す
。

　
副
市
長
　
自
転
車
交
通
事
故
の

デ
ー
タ
を
収
集
す
る
こ
と
は
、
重

要
な
こ
と
と
考
え
て
い
ま
す
。
デ

ー
タ
自
体
は
警
察
署
が
所
有
し
、

分
析
も
行
っ
て
い
ま
す
が
、
本
市

と
し
て
も
事
故
の
軽
減
に
必
要
な

情
報
で
す
。
自
転
車
交
通
事
故
発

生
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
の
分
析
情
報
に

つ
い
て
は
、
ぜ
ひ
取
り
入
れ
て
周

知
を
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

警
察
署
と
連
携
し
て
自
転
車
の
交

通
安
全
教
室
に
反
映
さ
せ
る
な
ど
、

自
転
車
の
交
通
事
故
の
撲
滅
に
取

り
組
ん
で
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

自
転
車
交
通
事
故
撲
滅
を
目
指
し
て

事
故
発
生
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
解
析
し
て
注
意
喚
起
を
！
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生活保護世帯の子どもたちの
大学進学支援制度を求める意見書

　生活保護世帯の子どもが大学や専門学校に進学し世帯分

離をする場合に親世帯の保護費を減額する現行の方式を見

直すとともに、入学時には一時金を支給するなど、生活保

護世帯の子どもたちの大学進学支援に取り組むよう求める

ものである。

【提出先】内閣総理大臣、総務大臣、厚生労働大臣、一億

総活躍担当大臣

核兵器廃絶に向けた取り組みと
核兵器禁止条約に参加できるような

橋渡しとしての役割を担うことを求める意見書

　国及び政府に対して、唯一の戦争被爆国である日本の使

命を果たすため、核兵器保有国と非保有国の全てが「核兵

器禁止条約」に参加できるような橋渡しとしての役割を担

い、政府として参加するに当たり抱えているさまざまな課

題を解決し、対話を通し具体的な軍縮への歩みが着実に進

むよう、核兵器廃絶に向けた一層の取り組みを求めるもの

である。

【提出先】内閣総理大臣、総務大臣、外務大臣

安全・安心の医療・介護の実現と
夜勤交代制労働の改善を求める意見書

　国に対し次の対策を講じるよう求める。

１　医師・看護師・医療技術職・介護職などの夜勤交代制

労働における労働環境を改善すること。

⑴　１日８時間以内を基本に、労働時間の上限規制や勤

務間のインターバル確保、夜勤回数の制限など、労働

環境改善のための規制を設けること。

⑵　夜勤交代制労働者の労働時間を短縮すること。

⑶　介護施設などにおける一人夜勤を早期に解消するこ

と。

２　安全・安心の医療・介護を実現するため、医師・看護

師・医療技術職・介護職を増員すること。

３　患者・利用者の負担軽減を図ること。

４　費用削減を目的とした病床削減は行わず、地域医療に

必要な病床機能を確保すること。

【提出先】内閣総理大臣、財務大臣、総務大臣、文部科学

大臣、厚生労働大臣

※要旨のみ掲載していますので、詳細は市ホームページで
ご確認いただくか、議会事務局までお問い合わせくださ
い。☎046（252）8872

神奈川県に私学助成の拡充を求める意見書

　神奈川県知事に対し、私学経営の安定を図り、保護者の

学費負担を軽減し、全ての子供たちに学ぶ権利を保障する

ため、平成30年度予算において私学助成の拡充を求める。

【提出先】神奈川県知事

国に私学助成の拡充を求める意見書

　国に対し、公私の学費格差をさらに改善し、全ての子

供たちに学ぶ権利を保障するため、私学助成の一層の増

額を求める。

【提出先】内閣総理大臣、財務大臣、総務大臣、文部科

学大臣


